
令和７年度第２回館山警察署協議会

１ 開催日

令和７年９月３日（水曜日）

２ 開催場所

館山警察署

３ 出席者

・協議会委員 ８人 ・警察署 １１人

４ 業務報告

令和７年上半期における犯罪発生状況

令和７年上半期における犯罪検挙状況

５ 警察署からの諮問事項

なし

６ 委員からの要望・意見等

【質問】館山警察署管内における犯罪の特徴と近年との違いはあるのか。

【回答】当署管内の刑法犯認知件数は、令和２年に微増しましたが、以降、２、３００

件台でやや増加傾向にあります。

昨年の特徴は、自転車盗難が令和５年から大幅に増加し、多くは自転車に鍵を

かけない状態での盗難被害であることです。

【質問】館山警察署管内の防犯カメラ設置状況などは把握しているのか。

【回答】自治体では、「千葉県安全で安心なまちづくりの促進に関する条例」に基づき、

防犯カメラの設置など、「犯罪の起こりにくい環境づくり」を行っており、管内

の防犯カメラは、各自治体で設置及び管理をしています。

そのため、警察において詳細な設置状況の把握はございませんが、自治体と主

要な設置場所の情報共有や、各自治体に対し新たな防犯カメラ設置の働きかけを

行っています。

【質問】自治体では何台くらいの防犯カメラを設置しているのか。

【回答】南房総市で現在８台が設置され、令和８年度にカメラ付き防犯灯５０台を市内

に設置予定であることを報道等で認知しています。

【質問】警察で防犯カメラは設置しないのか。



【回答】館山警察署管内に警察で設置した防犯カメラはありません。

県警では、県内における刑法犯認知件数を鑑みて、

・平成３０年１２月から、千葉駅、船橋駅、西船橋駅、松戸駅及び柏駅の５

駅周辺繁華街などに計５０台

・令和２年７月から、津田沼駅、市川駅、本八幡駅、新松戸駅、新八柱駅、

成田駅、公津の杜駅、八幡宿駅、五井駅、姉ケ崎駅の１３駅周辺繁華街な

どに計７０台

の街頭防犯カメラを設置しています。

【質問】巡回連絡について、高齢者宅への頻度を増やすなどの対策はあるか。

【回答】巡回連絡は、

「交番勤務及び駐在所勤務の巡回においては、担当する区域を巡回して家庭、

事業所等を訪問し、犯罪の予防、災害事故の防止その他住民の安全で平穏な

生活を確保するために必要と認められる事項についての指導連絡、住民の困

りごと、意見、要望等の聴取等に当たることにより、住民との良好な関係を

保持するとともに、受持ち区の実態を把握するものとする。」

としています。

巡回連絡は重要な警察活動であり、千葉県域では特に高齢化が進んでいること

や、また昨今では、高齢者を対象とした特殊詐欺が後を絶たないことから、巡回

連絡を通じ、防犯指導などの高齢者対策を行っています。

館山警察署では、高齢者に安心していただけるように、受持ち区の独居高齢者

宅への巡回連絡を強化している他、地域包括等から情報提供のあった高齢者宅へ

の巡回連絡をして、管内居住の高齢者の把握等に努めています。

【質問】九重地区の新設道路について、信号サイクルが悪く渋滞を引き起こしているの

ではないか。

【回答】同所については、千倉町方面と館山市街方面の交通の利便性を上げるべく、館

山市が道路改良を実施したものであり、警察については、新設道路と国道１２８

号が交わる二子交差点に信号機を設置しました。

新設道路上にある【二段階横断歩道】については改良前に設置されていた横断

歩道を残すべく、歩行者の安全確保のため再設置したものでありますが、道路幅

員が広いため横断歩行者の安全面を考慮し、新たな構造を使用して横断歩道を設

置しました。

新設道路の構造については、道路管理者の見解があるため差し控えます。

また、同所の信号サイクルについては、車両、歩行者の交通量を考慮して、館

山市方面からの右折車をスムーズにするため時差式（館山市内方面からの青信号

時間が長い）を設定しています。

交通渋滞等については自然渋滞が主であることから、現状サイクルの変更予定

はありません。



【質問】上野原地区における朝夕の交通渋滞に対する対策等はあるか。

【回答】自然渋滞が原因と思われるので警察の対策はありません。

【質問】城山公園の入口交差点に信号機を設置してはいかが。

【回答】警察として、信号機設置の必要性は極めて低いと考えています。

城山公園の入口は県道と市の管理道路と思われますが、公園の利用者以外は市

の道路は利用が少なく、歩行者の交通量も少ないことから設置基準に該当しませ

ん。

また、洲崎方面に向かい約１８０メートル先に押しボタン式の信号機が設置さ

れており、むやみに信号機を増やすことで主道路（県道）の交通渋滞が予想され

ます。

【質問】特殊詐欺について、迷惑メールの受信自体を防ぐ方法はあるか。

【回答】登録したメールアドレス以外からのメール受信を拒否する設定をすることが効

果的です。

【質問】館山警察署管内で発生した刑法犯のうち７割は窃盗犯というが、その他は何か。

【回答】その他の刑法犯としては、暴行や性犯罪など様々な犯罪が計上されています。

【質問】窃盗犯のうち空き巣等の侵入窃盗の検挙率がいいとのことだが、その他の窃盗

犯の検挙は低調なのか。

【回答】空き巣等の侵入窃盗では、現場における綿密な鑑識捜査により、指紋や足跡な

どの証拠資料から検挙に至っていることが多いです。

館山警察署管内の刑法犯の特徴として、空き巣等以外の窃盗犯は自転車盗が多

くなっており、自転車盗のほとんどが駅前駐輪場などから盗み乗り出し、自宅等

の目的地に着くとそのまま乗り捨てることが多く、犯行時間自体が短時間のため

検挙に至らないと思われます。

しかし、自転車盗の発生件数は多いものの、その後自転車が発見され、被害者

に還付、被害回復しているものが大半です。

７ 答申等に対する措置結果

前回要望事項に対する措置（第１回要望事項）

【要望】一般市民からすると警察署に電話することはハードルが高く、電話しづらいと

思いながら連絡する者もいるため、より市民に寄り添った親切丁寧な対応を心掛

けてもらいたいと要望する。

【措置】署長から職員に対し、『県民目線で考え行動すること』を指示しているほか、

改めて警務課長から職員に対し、市民応接に関する教養を実施しました。

電話対応に限らず、市民と接するときは、自分自身が館山警察署の代表である



ことを忘れないことが大切であると教養しています。

８ その他

会議後、警察署駐車場において第一機動隊による災害救助訓練演習（高所救助）の視

察を行った。

館山警察署協議会の開催状況

【協議会開催】

【訓練視察】


